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副首都・大阪にふさわしい大都市制度協議会ダイジェスト 詳しくは 9 面へ▶

災害時における地域の連携イメージ マンションにおける自主防災組織の役割
災害時には、区の災害対策本部、地域災害対策本部、そして町会単位で
も平時から自主防災組織があり、それらが連携しあう仕組みになってい
ます。戸数によっては町会同様、またはそれ以上の規模となるマンション
も多く、マンションごとの自主防災組織・災害対策本部の設置は、災害時
の円滑な活動に欠かせない存在です。
地域の避難所は、物資や情報の拠点です。マンションに災害対策本部が
設置され、避難所と連携することで、物資分配や情報伝達など、災害時の
円滑な救護活動、被災後の生活支援が行えるようになります。

大規模な災害発生時、行政など公的機関の対応には限界があり、マンション内での助け
合い「共助」が力を発揮します。平時を中心に、居住者の皆さんが防災のために自発的
につくる組織が「マンション自主防災組織」で、災害時は「マンション災害対策本部」の基
盤となります。災害時、どこに「マンション災害対策本部」を設置するのか（例：1階の集会
室）、どういった役割が必要なのかを話し合っておき、一部の居住者に負担が集中しな
いようにしましょう。

「マンション自主防災組織」の役割（平時・災害時）と
「マンション災害対策本部」の関係

情報班

平時

マンション自主防災組織

災害時

救護班

安全班

物資班

災害時の各フロ
アの状況把握の
方法を検討する、
など。

平時に検討した
方法などで、状況
を把握し、本部に
共有する、など。

平時の計画に基
づき救護所を設
置し、対応する、
など。

●各フロアの担当者からの報告
を集約する。
●在宅避難者の人数を避難所へ
報告し登録する。
●避難所から必要な情報を持ち
帰り、マンション内の掲示板に
反映する。　　　　　　　など

●マンションの集会所などに救護
所を設置し、ケガ人や高齢者に
対応する。　　　　　　　など

被害箇所の保全
や本部への報告、
など。

備蓄庫から共用物
資を出し、規則に
沿って対応する、
など。

災害時の救護班
に必要な備品や
対応方法を検討
する、など。

災害時の点検や保
全方法を検討す
る、など。

共用物資の品目
や量、備蓄方法を
検討し整備する、
など。

※また、「マンション自主防災組織」は、一般に、国交省マンション標準管理規約第55条（専門委員
会の設置）に準じ、理事会の傘下に設置します。小人数のマンションで管理組合内に防災組織
が無い場合は、個人で町会の防災組織等に参加する場合もあります。

【統括本部】●各班を統括する

●被害があった場所の安全を確
保する。　　　　　　　 など

●物資を避難所に取りに行って
居住者に分配する。　　　など

●ごみ集積所を確保し、管理する。

●出入口管理や防犯活動を行う。

06-6774-9899問 市民協働課（安全まちづくり）

令和8年3月13日に開催したマンション防災学習会の講演：
「マンション防災の新常識と在宅避難」
 ～自宅で安全に過ごす在宅避難について～

災害時に設置する
［マンション災害対策本部］

区内の住居に占めるマンションの割合は、市平均（約75％）を大きく上回り、全住居の約
87％を占めます。災害対策基本法では地域コミュニティでの共助を求めており、2015年総
務省通知により、マンション管理組合も地域コミュニティ団体の一員としての自発的な防
災活動が期待されています。特に大規模なマンションでの自主防災組織の設置について、
ぜひ準備・検討をお願いします。

区災害対策本部
（区役所）
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認
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！大阪防災

アプリ

便利な防災アプリは
こちら

避難所は、避難者自身が運営の役割を担い、自主運営
します。ぜひ身近な地域の活動に参加して、“つながり”
（顔の見える関係）をつくりましょう。（8面参照）

も是非ご覧ください。

災害編

【情報班】

【救護班】

【安全班】

【物資班】

各地域本部

各マンションの
代表者
各マンションの
代表者

各マンションの
代表者
各マンションの
代表者

各マンションの
代表者
各マンションの
代表者

■在宅避難者の人数を伝達   ■情報収集   ■救援物資等の受け取り  ほか

※連携先の避難所はマンションの所在地ごとに異なります。
※地域本部：連合振興町会や地域活動協議会単位で、地域の集会所
（会館）や避難所に設置され、地域の自主防災組織が運営します。

参考例

避難所①の地域の
マンション

避難所①

天王寺消防署 天王寺警察署

市災害対策本部 その他関係機関

避難所② 避難所③

避難所②の地域の
マンション

避難所③の地域の
マンション

※「マンション自主防災組織」の備蓄に頼らない各家庭での備蓄等の啓発も役割に含まれます。

大阪市LINE公式アカウント

編集／発行 天王寺区役所 
事業戦略室（広聴広報）
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天王寺区広報紙

FAX

トークルーム右下の「受信設定」か
ら「天王寺区」を選択してください。
広報紙デジタルブック版、緊急情報、
イベント情報等をお届けします。 
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